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第54号 11・12月号 熊本地震により

被災された方々、ご家族
の皆さまに心より

お見舞い申し上げます。

蓮田病院職員一同

日本は
ひとつ

総合診療科
浜田 節雄
（肝炎治療医療
費助成制度にお
ける診断書発行
可能医師）

C型肝炎は飲み薬で治す時代へ

C型肝炎ウィルスに感染すると約70％の人がC型慢性肝炎となります。

40歳以上に多く見られます。C型慢性肝炎は治療しないと、長い年月をか

けて肝硬変、肝がんへと進みます。日本人の肝がんの約60％はC型肝炎が

原因とされています。

感染者の多くはC型肝炎ウィルス発見（平成元年）前の輸血で感染した

ものです。日本には200万人の患者さんがいると考えられていますが、自

覚症状が殆どないため、感染している事に気付かない方も多いです。また、

感染の有無は血液検査で分かりますが、感染が分かっても治療を受けてい

ない人は100万人以上いると言われています。

C型慢性肝炎の治療は、今まではインターフェロン製剤であり、副作用

が強く、更に必ずしも治癒するとは限らない状況でした。

しかし近年、治療は著しく進歩しており、早期に発見し、適切な治療を

受ける事でウィルスの排除や肝硬変・肝がんへの進行を防ぐ事ができるよ

うになりました。2014年から注射（インターフェロン）もせずに、強い

抗ウィルス作用を持った薬を約12週間内服するだけで100％近く治る時

代になりました。しかも副作用が大変少ない新薬が毎年出ています。

C型慢性肝炎の薬は高価ですが医療費の公的な助成制度が使えます（自

己負担の月額限度額は1～2万円）。

C型慢性肝炎を血液検査で診断し、飲み薬で治しましょう。

インフルエンザ予防ワクチン接種についてのお知らせ

平成28年10月20日（金）よりインフルエンザ予防ワクチンの接種を開始致しました。

【受付方法】 完全予約制 予約センター専用ダイヤル 048-766-8134 【受付時間】 月～土 14：00～17：00

【接種日時】 火 16：00～16：30 水・金・土 15：30～16：30 【接種場所】 検診センター

【料 金】 一般の方 5,000円（税込）
各市町村の公費を利用される方は、各市町村規定の割安料金で受けられます。

※妊婦・６歳未満の方は、近隣の産婦人科・小児科にて接種をお願い致します。



蓮田病院公開講座のお知らせ

日時：平成２９年１２月１日（金） １３：１５～１３：４５

テーマ ： インプラント
～治療の基礎知識～

講 師 ： 歯科口腔外科 副部長 田中憲一

参加費 ： 無料

お問い合わせ：病診連携室 TEL ０４８－７６６－３６６０

※諸事情により講師及びテーマが変更になる場合が
ございますのでご了承ください。

編集後記

ひまわり保育室

朝晩の冷え込みが身にこたえる季節となり
ました。美しい紅葉ももう少しで見納めにな
りますね。最近、医療系のテレビドラマが高
視聴率を上げています。病院の覇権争いに巻
き込まれつつ見事な手術で次々と患者さんを
救っていくという痛快ストーリーです。さら
に、医療界の裏側や身近な病気なども取り上
げられており、興味を引く構成に仕上げられ
ててます。特に患者さんが医療者と共に闘病
する姿がリアルに描かれており自身の生き方
や価値観などと重ね合わせ共感する方も多い
のではないでしょうか。日々、規則正しい生
活を送り感謝の気持ちを持って有意義な毎日
を過ごしていきたいものです。

広報委員 高戸 幸子

院内 キャンドルサービス開催！！

日 時 平成29年12月13日（水）18時～

場 所 正面玄関1階ロビー

今年も、恒例のキャンドルサービスを行います。
クリスマスコンサートやキャンドルサービスを予定しております。
入院生活の中に少しでも癒やしの時間を提供したいと思い計画致し
ました。ご家族の方も患者様と共に楽しい一夜をお過ごし下さい。

保育室

蓮田病院内保育室の『ひまわり保育室』です。

蓮田病院で勤務している職員のお子さんを対象として、現在０歳から

９歳まで約３５名をお預かりしています。

明るく元気な子・素直な子・やさしい子を方針とし、０～２歳までの

子たちの乳児室目標は「よく遊べる子」２歳以上の子たちの幼児室目標

を「仲良く遊べる子」として、１１名の保育士が日々励んでいます。

ひまわり保育室では縦割り保育を行っており、子どもたちは異年齢

同士が同じ部屋で過ごしています。

縦割り保育の良い所は、例えば年上の子は「お兄さん・お姉さん」

として年下の子のお世話をしてあげたり、遊びを教えてあげたりし、年下の子は年上の子の遊びや

行動に興味を持ち、時には真似をする事によってお互いにさまざまな刺激を受ける事ができます。

私たち保育士は常に子どもたちに寄り添い、安全で楽しく過ごせる環境を作り、保護者の方々には

安心してお子さんを預けていただける保育室であるように心掛けています。


